
相楽東部地域公共交通再編事業（京都府）

地域の交通課題

●人口減少、少子高齢化により、公共交通利用者
が減少し、バス事業者、タクシー事業者が撤退。そ
れに伴い、自家用車がないと生活できない環境に。
●村内の交通網は脆弱で、今後、更なる高齢化に
より、自家用車がないと、高齢者は、近隣のバス停
までの移動も困難となる恐れ。

実験の概要
京都府南山城村域において、既存の村営バス等の再編、自家用有償運送等の導入による村内の交通網整備に合わせ、これら交
通網とＪＲ関西本線等とも組み合わせ、シームレスな移動を生み出すための過疎地型ＭａａＳの実証実験を行う。

本格的な導入に向けた検証項目、目標値

アプリのダウンロード数（2,700ダウンロード）
自家用有償旅客運送バス利用者数（10人／日）
ＪＲ大河原駅の利用者数（69人／日）
ＪＲ月ヶ瀬口駅の利用者数（205人／日）

地方郊外・過疎地型

構成員（予定）

京都府、南山城村、NPO法人 南山城村むらおこ
し事業組合、南山城村社会福祉協議会、㈱南山
城、月ヶ瀬ニュータウン自治会

実験内容

国土交通省 新モビリティサービス推進事業先行モデル


